
笠岡労働基準監督署管内では労働災害が増加しています！ 

～令和５年 1月末速報値～ 

 

笠岡労働基準監督署 
  

笠岡労働基準監督署管内（笠岡市、井原市、浅口市、里庄町、矢掛町）における令和４年の労働

災害発生状況（令和５年１月末速報値）は死亡災害が２件（前年比 2件増）、休業４日以上の死傷

災害が３７５件（前年比 193件増）と非常に多く発生しています。 

死傷災害の発生件数は、過去３０年間で最も多く、前年（令和３年）の２倍以上となっています。

事故の型では、新型コロナウイルス感染症を含む「その他」が最も多く発生していますが、新型コ

ロナウイルス感染症を除くと「転倒」、「墜落・転落」、「動作の反動、無理な動作」（腰痛など）が

多くを占める状況となっています。 

 

このような状況から当署管内の労働災害発生状況についてとりまとめたチラシを作成しており

ます。 

 

労働災害を防止することは、大切な社員の安全と健康を守ることでもあり、人材面や企業活動を

活性化させる上でも重要です。労働災害のない、安全で安心した職場を目指しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【笠岡労働基準監督署からのお願い】 

 

 

 

なぜ労働災害防止が必要か。 

 

  

「働く人がその日の仕事についた身体の状態のままでその日
の仕事を終える」（その日家を出た状態で無事に家へ帰る） 
 

生活のため働いている途中で、負傷したり、尊い命を失うことは、本人にとっても、家族や大切

な人、職場の仲間にとっても、大きな悲しみであり、不幸なことです。また、会社や企業などにお

いても、事業活動が停止する、優秀な人材を失うほか、刑事責任、民事責任、社会的な信用を失う

可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人の生命と健康はかけがえのないものであり、 
労働災害は、本来あってはならないものです。 

 

 

労働災害のない職場（安全で安心して働くことができる職場） 
 

大切な社員の安全と健康を守ることはもとより、災害に伴う事業活動の停止やその対応への

経済損失を軽減することにつながります。また、人材を確保・養成する面においても、企業活動

を活性化する上でも大きなメリットをもたらします。 

 


